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本県に野生するスミレ属は先人や筆者の調査による |  うに美しレコミヤマスミレがある。後者は最も晩生咲で
と、変種を加えて39種類ある。荒木氏の三丹地方のリス | 雪彦山にかなりの群落がある。葉も花も大きいものにス
トでは少し細かく分類されて38種、大阪府では23種、岡 |  ミレサイシン、ナカメノスミレサイシンがあるが、県中
山地方で、は20種記録されている O 本県ではよく調査され | 部以北に多く前者では船越山か南限であったo l、ずれも

、う東北地方に比べ根茎は小さ
しかし日本全体からみると、スミレでは木県特産のもの I  l  、。アケポノスミレも瀬戸内海斜面にはなく、日本海斜
は 1つも発見されていない。山鳥氏が粛の山で発見され、 | 面に産するが量は少ない。花時にはまだ葉が展開せず菱
木県特産と思われたクモノススミレ (Viola Yamado- 形にみえる。
riana) は新潟地方に産するツノレタチツボスミレと同一 |  花の咲く時期では早生穫はアオイスミレ、 ヒナスミ
種で、タチツボスミレの変種であり、旬校を出して先端 |  レ、コスミレなどで特にヒナスミレはもう 4 月には閉鎖
に新苗を生ずる。葉は少し小さい。大きし、株は30Cnl四方 | 花となり開花をみられないことがある。 4月中~ 下旬は
位になる。九州、| 高原に産するホコバスミレ (V. Ikeda- I どこもスミレ属の花盛りである。晩生種はケス f レ、コ
ena) は段ケ峰や笠形山にも産するが、肥培をすると、 |  ミヤマスミレ、フモトスミレ、ツボスミレなどがある。
ケスミレと全く同一物であることが分かっ tc-o ケスミレ
の高原型、栄養不全型で葉数も少なく葉も狭小である。
長野県地方ではスミレ属の自然交配種が十数種類発見
されている。本県でもヒコスミレとエイザンスミレとの
移行型がみられるし、福田氏の発見の朝来郡のヒメキク
バスミレや船越山で見るカツラギスミレはヒコ、スミレ、
またはエイザンスミレとシハイスミレとの自然交配種で
ある。カツラギスミレは原産地で、は既に絶滅したとの話
( 小川氏) であるので、日本では貴重な産地となった。
六甲山系から大阪府、三重県にかけて近畿特産のヒメ
アギスミレがある。湿地に多く旬校を出して拡がる。日
本海岸の浜坂にはイソスミレがある。海岸性のスミレで
根茎が木質化している。宍莱郡不動の滝のシコクスミレ
の群落は朝来郡田路の群落が崩土で全滅してからは近県
で唯一の産地となった。これは地下茎で繁殖するので、
かなり広い場所に生育している。花に芳香がある。朝来
郡三国峠で発見されたサクラスミレはスミレ属中、花が
最も大きく美しい。近畿地方唯一の生育地であろう。
一般に野外でスミレ属は花を見れば誰て、もスミレの類
とは分かるが、さて品種となるとむずかしし、。図鑑も細
かL、点は説明不充分である。葉で特徴があって美しし、の
は、切れ込みあるヒコ、スミレ( 陽地性) 、エイザンスミ
レ( 陰地性) 、 この夏型の案などは大きいものはスミレ
の類とは思えない。葉の表に白レ模様があって美しいの
は関西の代表、シハイスミレ。これには 2 - 3 の型があ
るが雪彦山のものは特に美しいものが多レ。他に小さL、
が、可愛し、し、フモトスミレ、葉がレックスベゴニアのよ
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